
令和元年度 鶴見・まちづくりゼミナール 実施報告 

 

● 第３講開催概要 

開催日時：令和２年 1 月 1８日(土) 9：30～13：30 

会 場 ：つるみ区民活動センター（鶴見区役所２階） 

テーマ ：いろいろなタイプの活動から学ぶ 

コーディーネーター：山路清貴氏（横浜市まちづくりコーディネーター） 

出席者 ：受講生 2４名／登壇者４名／オブザーバー７名／区役所関係者５名 計 40 名 

交流会 ：受講生１７名／登壇者４名／オブザーバー２名／区役所関係者５名 計 28 名 

 

 

● 講座当日の様子 

 

(1) パネルディスカッション「区内の活動団体を知ろう」 

   ［出演団体］ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第３講での発表の様子 

平成 29 年４月発足。鶴見図書館

や地区センター、高齢者施設を訪

問して紙芝居、絵本、朗読や参加

者の皆さんと一緒に歌ったりして

楽しんでいます。 

＜サークル鶴の恩返し＞ 

平成７年、昼食弁当の配達活動か

らスタートしました。 

現在は潮田地域ケアプラザを拠点

に、パソコン教室や「おたすけま

ん」と称する手助けボランティア

の活動も行っています。 

平成７年発足。週３回、火・木の

昼食と土曜の夕食を、高齢者や障

害のある方々のために、美味しい

手作りのお弁当を配食していま

す。 

入船公園や三ツ池公園で活動して

います。地区センターで出前講座

をすることもあります。  

 

＜つるみプレイパーク＞ 

 

＜本と楽しむ大人時間『茶ばしら』＞

 

 

＜ランチさるびあ＞ 

 



(2) ワークショップ「わたしの活動プランをイメージする」 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ランチ交流会（希望者・弁当持参） 

  パネラーの皆さんを囲んで楽しくおしゃべりしました。 

    

● 受講生の感想（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 編集後記（編集者：西田（鶴見区地域力推進担当）） 

 

 

 

チームのメンバーの一人が「地域には宝物がいっぱいあるのよ」といろいろお話が聞

けました。今日の活動事例報告を通じてもそれを実感しました。あと上手に質問するコツ

考えてもみませんでした。学ぶことが他にもたくさんありました。 

実際に活動している団体の方の話を聞くことができ、有意義でした。特に参加

することが楽しい→継続に向けたキーワードが印象的でした。 

今日参加させていただいて感じた事は、みなさんとても楽しそうでした。自分も原動力

は「楽しさ」なので、とても近いものを感じました。普段から除草や吸い殻やゴミを捨ててく

ださって住みやすくしていただいていることに日々感謝して生きたいと思います。 

「私の活動プラン」づくりでは、何かをやらないといけないと思っていましたが、まず自

分でしたいことからやってみることを言われていたのでほっとした。『茶ばしら』では、活

動後の報告書を作成しているとのことが非常に参考になった。 

第３講では、既に地域で活動されている団体の皆さんから、実体験に基づくリアルなお話が

聞けました。活動の原動力は団体や人それぞれですが、特に、ランチ交流会で一緒になったパ

ネラーの方が「大変なことも多いけど、やっぱり楽しいから続けることができる」とおっしゃって

いたのが印象的でした( ..)φ 

グループ毎に発表を

聞いての質問を出し

合い、話し合ってグル

ープとしての質問を

一つ決めました。 

グループから出た質

問に対して、それぞれ

のパネラー団体さん

から答えていただき

ました。 

 

地域の活動団体のお話が聞けて良かったです。駒岡や矢向の方の活動も話が聞け

たらよかったなと思いました。どの団体に対しても活動資金をどのように調達しているの

かという質問がグループの中で多かったと思いました。 


